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林
秀
光
君
の
学
識
が
、
博
士
学
位
（
法
学
、
慶
應
義
塾
大
学
）
を
授

与
す
る
に
十
分
に
値
す
る
内
容
で
あ
る
と
信
じ
る
も
の
で
あ
る
。

二
〇
二
三
年
四
月
二
一
日

主
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

高
橋　

伸
夫

法
学
研
究
科
委
員　

博
士（
法
学
）　　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

小
嶋
華
津
子

法
学
研
究
科
委
員　

博
士（
法
学
）　　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授　

国
分　

良
成

博
士
（
法
学
） 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ペ
リ
チ
・
マ
ル
ツ
ェ
ラ
君
学
位
請
求
論
文

審
査
報
告

一
　
論
文
の
構
成

　

ペ
リ
チ
・
マ
ル
ツ
ェ
ラ
君
の
博
士
論
文“Japanese Foreign 

Policy in the W
estern Balkans: T

hree D
evelopm

ents of 
N

onm
ilitary Involvem

ent for Stabilisation 

（1989-2004

）”

（「
西
バ
ル
カ
ン
に
お
け
る
日
本
の
対
外
政
策　

―
安
定
化
へ
向
け
た

非
軍
事
的
関
与
の
三
つ
の
段
階
、
一
九
八
九
―
二
〇
〇
四
年
」）
は
、

冷
戦
が
終
結
し
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
連
邦
が
解
体
す
る
中
で
、
西
バ

ル
カ
ン
地
域
で
日
本
外
交
が
そ
の
安
定
化
の
た
め
に
、
日
欧
関
係
の

枠
組
み
な
ど
を
通
じ
て
積
極
的
な
関
与
を
行
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
研
究
で
あ
る
。

　

日
欧
関
係
史
と
し
て
、
西
バ
ル
カ
ン
地
域
の
安
定
化
の
た
め
の
日

本
の
積
極
的
な
安
全
保
障
上
の
貢
献
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
日
本
外

交
研
究
の
中
で
必
ず
し
も
十
分
に
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
い
わ

ば
研
究
上
の
空
白
と
な
っ
て
い
た
。
ペ
リ
チ
論
文
で
は
、
日
本
語
お

よ
び
英
語
、
さ
ら
に
は
ク
ロ
ア
チ
ア
語
資
料
な
ど
を
用
い
て
、
こ
の

研
究
の
空
白
に
お
い
て
新
し
い
視
座
を
提
供
す
る
。
英
文
に
て
作
成
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さ
れ
た
本
論
文
は
、
本
文
と
註
・
参
考
文
献
を
あ
わ
せ
て
、
二
二
〇

頁
か
ら
な
っ
て
い
る
。

　

論
文
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序　

章

第
一
章　

�

日
本
の
対
ク
ロ
ア
チ
ア
政
策　

―
冷
戦
後
の
三
極
主
義

お
よ
び
多
国
間
主
義
の
非
軍
事
的
実
践
（
一
九
八
九
年

―
一
九
九
三
年
）

一　

序
論

二　

日
本
の
対
欧
州
政
策
の
基
盤

二
・
一　

非
軍
事
的
な
国
際
貢
献

二
・
二　

三
極
主
義

二
・
三　

多
国
間
主
義

三　

日
・
Ｅ
Ｃ
ハ
ー
グ
宣
言
と
連
合
協
定

四　

�

日
本
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
社
会
主
義
連
邦
共
和
国
お
よ
び

ク
ロ
ア
チ
ア
と
の
関
係

四
・
一　

日
本
と
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
社
会
主
義
連
邦
共
和
国

四
・
二　

日
本
と
ク
ロ
ア
チ
ア
と
の
新
し
い
関
係
の
樹
立

四
・
二
・
一　

承
認
の
ジ
レ
ン
マ

四
・
二
・
二　

�

セ
パ
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
外
相
と
グ
ラ
ニ
ッ
チ
外

相
の
日
本
訪
問

四
・
二
・
三　

日
本
の
多
国
間
外
交
の
努
力

五　

小
括

第
二
章　

�

日
本
の
対
ク
ロ
ア
チ
ア
政
策　

―
予
防
外
交
と
紛
争
後

の
復
興
（
一
九
九
四
年
―
一
九
九
七
年
）

一　

序
論

二　

冷
戦
後
の
日
本
の
対
外
政
策

二
・
一　

日
米
欧
三
極
主
義
の
継
続
性

二
・
二　

多
国
間
主
義
的
な
関
与

三　

日
本
の
国
連
に
お
け
る
間
接
的
ア
プ
ロ
ー
チ

四　

平
和
履
行
と
復
興
へ
の
日
本
の
役
割

四
・
一　

多
国
間
的
な
平
和
履
行

四
・
二　

�

河
野
洋
平
外
相
の
ク
ロ
ア
チ
ア
及
び
ハ
ン
ガ
リ
ー

訪
問

四
・
二
・
一　

ク
ロ
ア
チ
ア
で
の
会
談

四
・
二
・
二　

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
の
会
談

四
・
三　

ロ
ン
ド
ン
会
議

四
・
四　

池
田
行
彦
外
相
の
ボ
ス
ニ
ア
訪
問

四
・
五　

関
係
の
安
定
化

五　

小
括
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第
三
章　

�

日
本
の
対
コ
ソ
ボ
政
策
お
よ
び
対
マ
ケ
ド
ニ
ア
政
策　

―
人
間
の
安
全
保
障
・
不
安
定
性
・
欧
州
統
合
（
一
九

九
八
年
―
二
〇
〇
四
年
）

一　

序
論

二　

西
バ
ル
カ
ン
に
お
け
る
日
・
Ｅ
Ｕ
政
治
協
力

二
・
一　

日
本
外
交
に
お
け
る
「
人
間
の
安
全
保
障
」
概
念

二
・
二　

日
本
と
西
バ
ル
カ
ン
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
拡
大

三　

コ
ソ
ボ
危
機

三
・
一　

多
国
間
的
な
外
交
努
力

三
・
二　

二
国
間
的
な
外
交
努
力

三
・
三　

ク
ロ
ア
チ
ア
へ
の
影
響

四　

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
不
安
定
化

四
・
一　

一
九
九
〇
年
代
の
紛
争
予
防
の
国
内
政
治

四
・
二　

日
本
の
関
与

五　

小
括

終　

章

参
考
文
献
一
覧

二
　
論
文
の
概
要

　

本
論
文
は
、
一
九
八
九
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
ま
で
の
西
バ
ル
カ
ン

安
定
化
の
た
め
の
日
本
外
交
を
、
三
つ
の
時
期
に
区
分
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
時
期
の
日
本
の
関
与
を
、
主
に
日
欧
関
係
の
枠
組
み
を
通
じ
て

検
討
し
て
い
る
。
以
下
、
本
論
文
の
概
要
を
述
べ
る
。

　

序
章
で
は
、
冷
戦
後
の
日
本
外
交
に
つ
い
て
「
多
国
間
主
義

（M
ultilateralism

）」「
三
極
主
義
（T

rilateralism

）」「
二
国
間

主
義
（Bilateralism

）」
と
い
う
三
つ
の
枠
組
み
を
通
じ
た
「
間
接

的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
い
う
視
座
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
が
組
み
合
わ
さ
る
中
で
、
西
バ
ル
カ
ン
安
定
化
へ
向
け
た
日
本

外
交
が
展
開
し
て
い
っ
た
そ
の
過
程
が
論
じ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
、

北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
の
関
与
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

「
軍
事
的
領
域
」
に
お
け
る
西
バ
ル
カ
ン
安
定
化
へ
の
政
策
と
対
比

し
て
、
日
本
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
「
非
軍
事
的
あ
る
い
は
民
生
的
領

域
」
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
特
徴
を
指
摘
す
る
。
そ
の

上
で
ペ
リ
チ
君
は
、「
日
本
の
非
軍
事
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、
ま
た
日
本

の
民
生
的
お
よ
び
外
交
的
役
割
と
い
う
そ
の
重
要
性
に
も
拘
わ
ら
ず
、

平
和
履
行
評
議
会
（Peace Im

plem
entation Council

）
お
よ
び

そ
の
西
バ
ル
カ
ン
運
営
委
員
会
に
お
け
る
唯
一
の
ア
ジ
ア
の
参
加
国

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
検
討
が
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
」
と
指

摘
す
る
（
四
―
五
頁
）。
ま
た
、
従
来
の
先
行
研
究
で
は
軍
事
大
国
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や
軍
事
機
構
の
関
与
の
み
が
注
目
さ
れ
、
日
本
の
「
非
軍
事
的
ア
プ

ロ
ー
チ
」
の
重
要
性
が
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
考
慮
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
と
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
本
論
文
で
は
、
日
本
外
交
史
と
対
外

政
策
分
析
の
研
究
手
法
を
融
合
さ
せ
て
、
公
開
資
料
や
関
係
者
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
情
報
公
開
請
求
に
基
づ
い
た
外
交
文
書
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
、
西
バ
ル
カ
ン
安
定
化
の
た
め
の
日
本
外
交
の
軌
跡
が
論

じ
ら
れ
て
い
る
。

　

第
一
章
で
は
、
一
九
八
九
年
か
ら
一
九
九
三
年
ま
で
の
、
冷
戦
終

結
期
お
よ
び
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
社
会
主
義
連
邦
共
和
国
（
以
下
、
旧

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
と
称
す
る
）
解
体
期
に
お
け
る
日
本
の
欧
州
政
策

の
展
開
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、「
非
軍
事
的
な
国
際
貢

献
」、「
三
極
主
義
」、「
多
国
間
主
義
」
と
い
う
三
つ
の
概
念
を
組
み

合
わ
せ
て
、
こ
の
時
代
の
欧
州
政
策
の
特
質
を
説
明
す
る
。
さ
ら
に

は
、
こ
の
時
期
に
、
日
欧
関
係
史
を
概
観
す
る
際
の
一
つ
の
画
期
で

あ
る
一
九
九
一
年
の
日
Ｅ
Ｃ
政
治
協
力
に
焦
点
を
あ
て
て
、
そ
れ
以

後
に
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
解
体
に
よ
る
不
安
定
化
し
、
紛
争
が
勃
発

す
る
西
バ
ル
カ
ン
地
域
に
対
し
て
、
日
本
外
交
が
積
極
的
に
関
与
を

行
っ
て
い
く
過
程
を
論
じ
て
い
る
。

　

第
二
章
で
は
、
一
九
九
四
年
か
ら
一
九
九
七
年
ま
で
の
、
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ビ
ア
紛
争
が
拡
大
し
て
い
き
、
国
際
社
会
が
紛
争
解
決
の
た
め

に
関
与
を
深
め
て
い
く
時
期
に
お
け
る
日
本
の
対
ク
ロ
ア
チ
ア
政
策

を
、
予
防
外
交
と
紛
争
後
の
復
興
へ
の
関
与
に
焦
点
を
あ
て
て
説
明

し
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
日
本
の
河
野
洋
平
外
相
や
池
田
行
彦
外
相

が
こ
の
地
域
に
訪
問
を
し
て
、
紛
争
解
決
と
地
域
の
安
定
化
の
た
め

の
積
極
的
な
外
交
関
与
の
姿
勢
を
示
し
て
い
た
。
さ
ら
に
は
、
安
全

保
障
上
の
関
与
に
一
定
の
制
約
が
あ
っ
た
日
本
に
と
っ
て
、
国
連
を

通
じ
て
の
間
接
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
こ
の
地
域
の
安
定
化
の
た
め
の
貢

献
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
重
要
な
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、

日
本
の
こ
の
地
域
へ
の
関
与
が
、
ア
メ
リ
カ
や
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
主
要
な

欧
州
加
盟
国
の
よ
う
な
軍
事
中
心
的
な
直
接
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
異

な
る
、
非
軍
事
的
関
与
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
章
で
は
、
一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
の
時
期
を
対
象
と

し
て
、
ボ
ス
ニ
ア
紛
争
が
徐
々
に
安
定
化
す
る
一
方
で
、
コ
ソ
ボ
や

マ
ケ
ド
ニ
ア
で
危
機
や
不
安
定
化
が
発
生
す
る
中
で
の
日
本
外
交
の

関
与
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
は
日
本
政
府
は
「
人
間

の
安
全
保
障
」
概
念
を
用
い
て
、
西
バ
ル
カ
ン
地
域
の
安
定
化
へ
向

け
た
経
済
協
力
を
中
心
と
し
た
関
与
を
行
っ
て
い
た
。
他
方
で
、
Ｅ

Ｕ
は
こ
の
時
期
に
拡
大
を
通
じ
て
こ
の
地
域
へ
の
関
与
を
拡
げ
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
日
本
と
Ｅ
Ｕ
と
が
非
軍
事
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
こ

の
地
域
の
安
定
化
の
た
め
に
関
与
を
行
い
、
ま
た
両
者
の
間
で
の
協

力
も
広
が
っ
て
い
く
様
子
が
分
か
る
。

　

終
章
に
お
い
て
は
、
本
論
文
の
議
論
を
総
括
し
、
結
論
の
要
点
を
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七
つ
の
項
目
と
し
て
提
示
す
る
。
そ
し
て
、
一
九
八
九
年
か
ら
二
〇

〇
四
年
ま
で
の
期
間
の
紛
争
や
危
機
が
続
い
た
西
バ
ル
カ
ン
地
域
に

お
い
て
、
従
来
の
一
般
的
な
日
本
外
交
研
究
の
理
解
と
は
異
な
り
、

日
本
が
非
軍
事
的
手
段
を
用
い
て
積
極
的
に
安
定
化
の
た
め
の
関
与

と
貢
献
を
行
っ
て
い
た
様
子
を
説
明
す
る
。
そ
の
よ
う
な
日
本
の
関

与
は
、
日
米
欧
協
力
と
い
う
三
極
主
義
や
、
国
連
へ
の
関
与
を
通
じ

た
貢
献
な
ど
、
い
わ
ば
可
視
化
さ
れ
に
く
く
、
軍
事
力
行
使
を
伴
わ

な
い
も
の
で
あ
る
ゆ
え
に
、
一
般
的
な
報
道
の
対
象
と
は
な
り
に
く

い
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
日
本
外
交
の
こ
の
地
域
の

安
定
化
と
復
興
の
た
め
の
関
与
は
こ
れ
ま
で
看
過
さ
れ
る
か
、
過
小

評
価
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
本
論
文
で
は
、「
非
軍
事
的
な
国

際
貢
献
」
や
「
間
接
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
い
う
概
念
を
通
じ
て
、
そ

の
よ
う
な
従
来
の
一
般
的
な
理
解
に
対
し
て
重
要
な
修
正
を
行
っ
て

い
る
こ
と
を
、
こ
の
終
章
で
は
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

三
　
論
文
の
評
価

　

こ
れ
ま
で
の
戦
後
日
本
外
交
史
研
究
は
、
日
米
関
係
史
、
さ
ら
に

は
日
本
の
ア
ジ
ア
外
交
な
ど
の
視
座
を
通
じ
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が

一
般
的
で
あ
り
、
日
欧
関
係
史
研
究
は
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
そ
れ
ら

と
対
比
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
こ
な
か
っ
た
。
冷
戦
後
の
日
欧

関
係
史
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
ジ
ュ
リ
ー
・
ギ
ル
ソ
ン
・
バ
ー
ミ

ン
ガ
ム
大
学
上
級
講
師
の
先
駆
的
な
通
史
的
研
究
（Julie Gilson, 

Japan and the E
uropean U

nion: A
 Partnership for the 

T
w

enty First Century?, Palgrave, 2000

）
や
、
田
中
俊
郎
慶

應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
Ｅ
Ｕ
研
究
を
基
礎
と
し
た
論
文
（
田

中
俊
郎
「
一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る
日
本
・
Ｅ
Ｕ
関
係
の
発
展　

―

期
待
と
懸
念
」『
法
学
研
究
』
第
七
三
巻
、
第
一
号
、
二
〇
〇
〇
年
、

及
び
、
同
「
Ｅ
Ｕ
と
日
本
の
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」『
法
学

研
究
』
第
七
九
巻
、
第
五
号
、
二
〇
〇
六
年
）、
そ
し
て
鶴
岡
路
人

慶
應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
准
教
授
の
政
治
関
係
や
安
全
保
障
関

係
を
視
野
に
入
れ
た
研
究
（
鶴
岡
路
人
「
Ｅ
Ｕ
と
日
本　

―
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
図
」
田
中
俊
郎
・
庄
司
克
宏
編
『
Ｅ
Ｕ
統
合
の
軌

跡
と
ベ
ク
ト
ル　

―
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
政
治
社
会
秩
序
形
成

へ
の
摸
索
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
が
主
要

な
成
果
で
あ
っ
た
。
ペ
リ
チ
君
は
、
ギ
ル
ソ
ン
講
師
、
田
中
名
誉
教

授
、
鶴
岡
准
教
授
か
ら
も
直
接
指
導
を
受
け
る
機
会
を
得
て
、
そ
れ

ら
の
優
れ
た
先
行
研
究
を
基
礎
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
と
は
異
な

る
独
自
の
視
座
か
ら
の
新
し
い
貢
献
を
行
う
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

　

ペ
リ
チ
・
マ
ル
ツ
ェ
ラ
君
に
よ
る
本
論
文
は
、
戦
後
日
本
外
交
史

研
究
に
お
け
る
、
い
わ
ば
「
失
わ
れ
た
側
面
」
で
あ
っ
た
日
欧
関
係

に
関
し
て
、
次
に
述
べ
る
よ
う
な
重
要
な
新
し
い
貢
献
を
行
っ
て
い

る
。
従
来
の
日
本
外
交
研
究
に
お
い
て
は
、
憲
法
上
の
制
約
な
ど
か
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ら
も
「
吉
田
路
線
」
と
し
て
経
済
外
交
中
心
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
重
要

視
さ
れ
る
一
方
で
、
紛
争
や
不
安
定
化
が
見
ら
れ
る
地
域
に
お
け
る

そ
の
安
定
化
や
復
興
の
た
め
の
日
本
の
関
与
に
つ
い
て
は
体
系
的
に

論
じ
ら
れ
る
機
会
は
少
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
ペ
リ
チ
君
は
、
広
範

な
公
開
資
料
や
政
府
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
、
さ
ら
に
は

ク
ロ
ア
チ
ア
語
資
料
な
ど
を
多
く
用
い
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
一

般
的
な
理
解
と
は
異
な
り
、
日
本
外
交
は
「
非
軍
事
的
関
与
」
と

「
間
接
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
融
合
さ
せ
る
独
自
の
対
外
政
策
を
通
じ

て
、
西
バ
ル
カ
ン
地
域
の
安
定
化
の
た
め
に
重
要
な
貢
献
を
行
っ
て

き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
は
、
前
述
の
ギ
ル
ソ
ン
に
よ
る

通
史
的
研
究
の
中
で
部
分
的
に
言
及
さ
れ
て
い
る
以
外
、
従
来
の
日

本
外
交
史
研
究
史
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ

た
。
本
論
文
を
通
じ
て
、「
非
軍
事
的
関
与
」
や
「
間
接
的
ア
プ
ロ

ー
チ
」
と
い
う
概
念
を
用
い
な
が
ら
、
一
九
九
〇
年
代
の
冷
戦
後
の

西
バ
ル
カ
ン
地
域
に
お
い
て
、
日
本
が
平
和
履
行
や
安
定
化
、
戦
後

復
興
の
た
め
の
重
要
な
貢
献
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
こ
れ
は
、
冷
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
安
全
保
障
問
題
に
お
い
て

日
本
は
積
極
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
従
来
の
一

般
的
理
解
を
修
正
す
る
、
重
要
な
学
問
的
な
貢
献
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。

　

同
時
に
、
本
論
文
に
は
い
く
つ
か
の
課
題
も
見
ら
れ
る
こ
と
も
指

摘
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
一
に
、
歴
史
的
な
方
法
論
を
基
礎
と
し
な

が
ら
も
、
日
本
政
府
や
ク
ロ
ア
チ
ア
政
府
、
さ
ら
に
は
Ｅ
Ｕ
の
ア
ー

カ
イ
ブ
史
料
の
利
用
は
限
定
的
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
そ

れ
ら
の
史
料
を
用
い
た
本
格
的
な
歴
史
研
究
の
発
展
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
他
方
で
ペ
リ
チ
君
は
、
日
本
外
務
省
や
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
Ｅ

Ｕ
の
欧
州
委
員
会
に
、
情
報
公
開
法
に
基
づ
く
資
料
請
求
を
行
っ
て

い
る
が
、
安
全
保
障
問
題
や
現
在
の
政
治
情
勢
と
も
結
び
つ
い
て
い

る
敏
感
な
外
交
案
件
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
資
料
の
多
く
が
依

然
と
し
て
未
公
開
で
あ
り
、
核
心
的
な
多
く
の
資
料
が
情
報
公
開
請

求
で
開
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
史
料

が
公
開
さ
れ
た
後
に
、
よ
り
本
格
的
な
歴
史
研
究
が
行
わ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

　

他
方
で
、
一
九
九
四
年
以
後
に
旧
ユ
ー
ゴ
問
題
担
当
事
務
総
長
特

別
代
表
で
あ
っ
た
明
石
康
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
い
、
ま
た

日
本
外
務
省
、
ク
ロ
ア
チ
ア
外
務
省
、
セ
ル
ビ
ア
外
務
省
な
ど
の
政

府
関
係
者
と
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
う
こ
と
で
、
一
般
的
な
公
開
資

料
を
補
完
す
る
こ
と
に
よ
り
新
し
い
知
見
を
い
く
つ
も
示
し
て
お
り
、

一
定
程
度
重
要
な
知
見
を
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

日
本
外
交
史
研
究
者
で
、
ク
ロ
ア
チ
ア
政
府
資
料
や
セ
ル
ビ
ア
政
府

資
料
を
利
用
可
能
な
研
究
者
は
、
こ
れ
ま
で
は
管
見
の
限
り
ほ
と
ん

ど
見
当
た
ら
ず
、
そ
の
意
味
で
も
ペ
リ
チ
君
の
学
術
的
な
貢
献
は
大
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き
い
。
た
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
結
果
を
や
や

無
批
判
に
採
り
入
れ
て
い
る
箇
所
も
散
見
さ
れ
、
よ
り
多
角
的
な
資

料
批
判
が
可
能
と
な
れ
ば
信
頼
性
が
増
す
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
に
、「
多
国
間
主
義
」
に
基
づ
い
た
「
間
接
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」

と
し
て
の
日
本
の
国
連
を
通
じ
た
こ
の
地
域
へ
の
関
与
、
さ
ら
に
は

「
三
極
主
義
」
と
し
て
の
日
米
欧
協
力
な
ど
、
本
論
文
の
中
核
的
な

分
析
枠
組
み
を
よ
り
説
得
的
に
論
述
す
る
た
め
に
は
、
国
際
政
治
学

者
の
ジ
ョ
ン
・
ラ
ギ
ー
の
「
多
国
間
主
義
」
の
定
義
を
参
照
す
る
こ

と
な
ど
を
通
じ
て
、
そ
の
概
念
を
よ
り
明
確
に
規
定
す
る
必
要
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
そ
の
事
例
の
説
明
や
、
そ
れ
を
説
明

す
る
た
め
の
よ
り
広
範
な
国
連
や
Ｅ
Ｕ
の
資
料
の
利
用
な
ど
、
そ
の

資
料
的
根
拠
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。「
二
国
間
主
義
」
と
し
て
の
日
本
の
対
ク
ロ
ア
チ
ア
外
交
な

ど
と
比
べ
て
、
そ
れ
ら
を
実
証
的
に
、
歴
史
的
資
料
を
用
い
て
描
写

す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
本
論
文
の
分
析
枠
組
み

を
よ
り
説
得
的
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
各
用
語
の
定
義
や
特
徴

付
け
、
関
連
付
け
を
よ
り
丁
寧
に
行
っ
て
、
さ
ら
に
そ
れ
を
裏
付
け

る
資
料
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
高
い
水
準
の
論
文
へ
と
到

達
す
る
こ
と
も
で
き
た
と
も
い
え
る
。

　

第
三
に
、
終
章
で
論
じ
ら
れ
る
結
論
の
要
点
の
七
つ
に
つ
い
て
、

従
来
の
日
本
外
交
史
研
究
や
対
外
政
策
分
析
研
究
に
対
し
て
、
ど
の

よ
う
な
含
意
が
引
き
出
せ
る
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
新
た
な
知
見
が

提
供
で
き
る
か
、
よ
り
具
体
的
な
記
述
が
含
ま
れ
て
い
れ
ば
説
得
力

が
増
し
た
で
あ
ろ
う
。
あ
わ
せ
て
、
論
文
中
に
英
文
の
誤
記
、
さ
ら

に
や
や
不
明
瞭
な
記
述
も
見
ら
れ
、
加
え
て
デ
ー
タ
や
資
料
を
よ
り

正
確
に
参
照
す
べ
き
箇
所
も
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
課
題

が
、
本
論
文
の
価
値
を
著
し
く
損
な
う
も
の
と
は
い
え
ず
、
よ
り
高

い
水
準
の
研
究
と
な
る
上
で
の
今
後
の
課
題
と
位
置
づ
け
た
い
。

　

な
お
、
本
論
文
の
第
一
章
は
、
日
本
研
究
の
分
野
で
も
っ
と
も
世

界
で
高
い
評
価
を
受
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、『
ジ
ャ
パ

ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
（Japan Forum

）』
誌
、
そ
し
て
第
二
章
と
第

三
章
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
Ｅ
Ｕ
学
会
が
刊
行
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、

『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
Ｅ
Ｕ
研
究
（A

ustralian 
and N

ew
 Zealand Journal of E

uropean Studies

）』
誌
と
い

う
、
国
際
的
に
信
頼
さ
れ
て
い
る
査
読
誌
に
い
ず
れ
も
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
高
い
水
準
の
査
読
を
経
て
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
掲
載
さ
れ
、

日
本
研
究
お
よ
び
Ｅ
Ｕ
研
究
の
領
域
で
、
国
際
水
準
で
通
用
す
る
学

術
的
成
果
で
あ
る
と
の
評
価
を
得
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付
言
し
た

い
。

　

以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
審
査
委
員
一
同
、
本
論
文
が
博
士
学

位
（
法
学
、
慶
應
義
塾
大
学
）
を
授
与
す
る
に
値
す
る
十
分
な
水
準

で
あ
る
と
判
断
す
る
。
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二
〇
二
三
年
六
月
一
六
日

主
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

細
谷　

雄
一

法
学
研
究
科
委
員　

法
学
博
士　
　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

宮
岡　
　

勲

法
学
研
究
科
委
員　

D
.Phil.　

　
　
　
　
　

副
査　
慶
應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
准
教
授　

鶴
岡　

路
人

Ph.D
.　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
野
悠
介
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

一
　
本
論
文
の
構
成

　

大
野
悠
介
君
が
学
位
請
求
論
文
と
し
て
提
出
し
た
「
流
通
秩
序
の

憲
法
理
論
―
流
動
と
秩
序
の
憲
法
理
論
に
向
け
て
―
」
は
、
フ
ラ
ン

ス
第
三
共
和
制
期
を
代
表
す
る
法
学
者
の
一
人
で
あ
る
モ
ー
リ
ス
・

オ
ー
リ
ウ
（M

aurice H
auriou

）
の
制
度
論
お
よ
び
現
代
の
法
哲

学
者
で
あ
る
ハ
ン
ス
・
リ
ン
ダ
ー
ル
（H

ans Lindahl

）
の
秩
序
論

を
発
展
的
に
統
合
し
た
「
多
元
的
か
つ
多
層
的
秩
序
構
想
」
を
提
示

し
、
国
家
論
お
よ
び
憲
法
総
論
に
つ
い
て
新
た
な
視
座
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
か
か
る
視
座
か
ら
、
特
に
規
制
目
的
二
分
論
の
再
構
成

も
含
め
た
職
業
の
自
由
お
よ
び
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
」
と
い
っ
た
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
野
も
含
め
た
流
通
秩
序
の
憲
法
理
論
に
つ
い
て
新
た

な
理
解
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
論
文
は
、
Ａ
四
判
一
五
〇
頁
、
文
字
数
は
約
二
二
万
字
で
あ
る
。

本
論
文
は
、
そ
の
第
一
部
を
、
既
発
表
論
文
（「
ル
フ
ェ
ー
ブ
ル
に

お
け
る
〈
創
造
的
な
法
イ
メ
ー
ジ
〉
と
特
異
性
―
ド
ゥ
ル
ー
ズ
人
権

論
の
足
掛
か
り
と
し
て
」
憲
法
研
究
一
〇
号
（
二
〇
二
二
年
）
二
八


